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中部地方寒狭川地域の領家変成岩，

花南岩中のカリ長石の三斜度

藤吉　瞭＊・伊藤寿美＊

TheObliquitiesofK－feldsparsfromGneissesandGranitesintheKansa一gaWa

AreaoftheRyokeMetamorphic Belt，CentralJapan

Akira FUJIYOSHI＊and SumiITO＊

TheKansa－gaWaareaOftheRyokemetamorphicbeltconsistsofgneissesandgranites．

Thegneissesaredividedintotwometamorphiczones，COrdieriteandsillimanitezonesof

theamphibolite facies；the sillimanite zoneis distributedin the northern and southern

partsofthegneissesareawiththecordieritezoneinterveningbetweenthem．Fourkinds

Ofolder granites are exposed：Kamihara quartz－diorite，Shinshiro quartz－diorite，Kiyo－

SakigraniteandMitsuhashigranite；theMitsuhashigraniteiswidelydistributedinthe

northernpartofthearea．Thegneissesandgraniteshavepartlyundergoneretrogressive

metamorphism（hydrothermalalteration），andthosealongtheMedianTectonicLinewere

Changedinto cataclastic rocks by retrogressive dynamic metamorphism，relating to the

formation to the Median Tectonic Line．

Theobliquitiesof112K－feldsparsfromthegneissesandgranitesarepresented．From

theanalysis ofobliqultleSandtexturesofK－feldspars，thefollowlngeVentSCanberecog－

nized．At first，mOnOClinic K－feldsparswithout twinning were producedinthe gneisses

duringthe regionalmetamorphism．Next，mOnOClinic K－feldsparsin the northern part

（thenorthernsillimanitezone）ofthegneissesareaandtheMitsuhashigranitemighthave

been slightly convertedinto K－feldspars showing the embryo of crosshatched twinning

（typeII）bytheretrogressivemetamorphism．MostmonoclinicK－feldsparsinthegneisses

and granites along the Median Tectonic Line suffered from the retrogressive dynamic

metamorphism，andwereconvertedintotriclinicK－feldsparsshowlngCrOSShatchedtwin－

ning（mainlytypesIIトⅠⅤ）．

Thedegreeoftworetrogressivemetamorphismisdiscussed．

1．は　じ　め　に

カリ長石の単斜晶系から三斜晶系への転移は，漸

移的である可能性を示し，最初に単斜晶系のカリ長

石が形成された場合，カリ長石の三斜度の測定は，

後の後退変成作用の程度を明らかにするのに有効で

あることが報告されている（FUJIYOSHI，1984；藤

吉・丸山，1984）．飛騨変成帯東部岩体（FUJIYOSHI，

1970；藤吉・中川，1978：藤吉・大沼，1982）及び中

部岩体（藤吉・丸山，1984；藤吉ほか，1984）のカリ

長石三斜度の研究結果は，広域変成作用後に全域的

に後退的接触変成作用・動力変成作用を受けている
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可能性を示唆している．

一方，領家変成帯の本宮山地域のカリ長石三斜度

の研究結果によると，新期花崗岩の周辺部には狭く

三斜晶系的カリ長石（型ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ）が存在して，後退接

触変成作用が認められるが，それ以外の地域では片

岩，片麻岩，花崗岩のカリ長石は単斜晶系（型Ⅰ）で

あり，カリ長石の三斜度に関して，後の顕著な後退

変成作用は認められなかった（藤吉・伊藤，1983）．

領家変成帯寒狭川地域は，中・西部に変成岩類と

古期花崗岩類が広く存在し，東南部の中央構造線に

沿って，破砕岩類が存在する（山田ほか，1974：UI，

1980）．

従って，当地域の片麻岩類，花崗岩類のカリ長石

三斜度を調べ，変成岩類，古期花崗岩類が後退変成

作用を受けているか否か，受けたとすればどの程度

の影響か，又中央構造線の形成に伴って，どのよう

な影響を受けたか等を明らかにするのが当論文の冒

的である．以下はその報告である．

2．地　質　概　略

領家変成帯の寒狭川地域は，主に変成岩類・花尚

岩類とそれらを覆う第三紀層から成っている（図1）．

変成岩類は，中部から西部に広く分布するもの（以

下，中・西部変成岩類という）と中央構造線沿いに存

在するもの（以下，破砕岩類という）とに区別される．

中・西部変成岩類は，主に砂質，泥貫，チャート

質から成る片麻岩と花崗質・塩基性質岩類から成る．

片麻岩は，山田ほか（1974）によると“董青石帯〟・“珪

線石帯〟　に分帯されている（第1図）．領家変成帯に

おける董青石の出現は，ほぼ紅柱石の出現と同じ（諏

訪，1961；小野，1977）か，又は緑色片岩相と角閃岩

相の境界付近（片田，1967）からである．当地域の“董

青石帯〟　はすぐ近くの本宮山地域との関連から多分，

図1　寒狭川地域の地質図及び変成分′呂‖メト斎藤（1955上　山川はか（1974用びUI（1980汁二基づく－

1・沖積層，2・第三紀堆積岩・火山岩類，3．∴都櫓花崗岩，4．i．伸子花崗告，5．新城石基世晩吊㌦6．神原

石英閃緑岩，7・破砕岩類，8・花崗質・塩肘性質岩，9．片麻岩類，10．∴波川変成岩類，11．断屑．
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浅見ほか（1982）の紅柱石帯・珪線石帯に対応すると

推測される．山田ほかによる“珪線石帯〟　は白雲母

の珪線石への分解に特徴づけられることから，浅見

ほか（1982）の珪縁石－カリ長石帯に対応すると思わ

れる．今回のいくつかの薄片の鏡下の観察では董青

石，珪縁石，紅柱石等は細粒の二次的自雲母等に変

化している．

片麻岩は北部の三都橋花崗岩とはミグマタイト状

に存在し，境界は複雑に入り組んで存在する．又南

部の寒狭川下流域でもミグマタイト状の花尚岩が存

在する．

花崗質・塩基性質岩類は，山田ほか（1974）による

と，塊状又は弱片状の変輝縁岩と記載されているが，

花崗質岩を含むのでここでは上記名前とした．

破砕岩類（cataclasites）は，主に花崗岩ないし石

英閃緑岩の破砕された岩石からなる（斎藤，1955；

UI，1980）．これらは，種々の程度の破砕構造を示

す．

花崗岩類は，神原石英閃緑岩，新城石英閃緑岩，

清崎花崗岩，三都橋花崗岩から成る．これらの花崗

岩の記載は山田ほか（1974）によると以下のようであ

る．神原石英閃緑岩は北部に小岩体として存在し，

細粒から中粒の片状構造を示す黒雲母角閃石石英閃

緑岩・トナル岩・アダメロ岩である．新城石英閃緑

岩は，南部に存在し，塊状から弱片状構造を示す黒

雲母角閃石石英閃緑岩である．清崎花崗岩は，北部

に小岩体として存在し，塊状から弱片状の角閃石黒

雲母花崗閃緑岩・石英閃緑岩である．三都橋花崗岩

は，中央部から北部に比較的広く分布し，塊状から

弱片状角閃石異雲母花尚閃緑岩・黒雲母アダメロ岩

で凄）る．

これらの岩石は，南東部では中央構造線を境にし

て，三波川変成岩類に接し，そして中・東部で広く

第三紀の堆積岩類・火山岩類に覆われている．

3．カリ長石の三斜度

1）方法及び測定岩石記載

試料は，当地域の変成岩類中の石英一長石質片麻

岩・ミグマタイト質花尚岩・花尚質岩・破砕岩類，

そして清崎花崗岩・三部橋花崗岩を採取した．これ

らの試料のいろいろの部分からいくつかの切片を作
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る．それを粉砕・混合し，粗粒試料では100～150

mesh，細粒試料では150～250meshの粉末30～80

gを作る．これを電磁分離器にかけ，有色鉱物を除去

した後，クレリチ溶液でカリ長石を分離した．

カリ長石のⅩ線回折実験については，それぞれの

粉末試料に対してCuKα線を用い，2β＝310－290

の区間を記録した．

測定に用いられた石英・長石質片麻岩，ミグマタ

イト質花崗岩，花尚質岩の鉱物組合せは，主に石英＋

斜長石＋カリ長石十黒雲母十白雲母から成る．これ

らの岩石は，変質を示さないものから黒雲母の一部

が縁泥石等の二次的鉱物に変わっているもの，そし

て異雲母のほとんどが二次的鉱物に変わっているも

のまで存在する．清崎花崗岩の鉱物組み合わせは，

主に石英＋斜長石＋カリ長石＋ホルンブレンド＋黒

雲母である．有色鉱物の一部は緑泥石等の二次的鉱

物への変質を受けている．三都橋花崗岩の鉱物組み

合わせは，主に石英＋斜長石＋カリ長石＋黒雲母＋

自雲母±ざくろ石である．これらの岩石は，全然変

質を示さないものから，一部の有色鉱物が緑泥石等

の二次的鉱物への変質を示すものを経て，中にはほ

とんどの有色鉱物が二次的鉱物に変わっているもの

まで存在する．

これらの岩石中のカリ長石は，一般にほとんど双

晶を示さない．しかしながら，後の分類で型ⅠⅠのカ

リ長石から成る石英・長石質片麻岩と三都橋花崗岩

では，無双晶のカリ長石と共に，結晶の境界又は含

有物（多くはアルバイト相）からの萌芽的双晶を示す

カリ長石が多く存在する．

破砕岩類は石英・長石質片麻岩の組織を残すもの

と花崗岩の組織を残すものとがある．石英・長石質

片麻岩源の破砕岩は，石英＋斜長石＋カリ長石以外

に黒雲母が残存する破砕構造の弱いものから，破砕

構造も強く，又二次的鉱物も多く存在するものまで

ある．二次的鉱物は，自雲母，緑泥石，ブドウ石，

縁れん石等から成り，これらは主に割れ目をうめて

いる．花崗岩源破砕岩には，残存する黒雲母はみら

れず，破砕構造の弱いものから強いものまで存在し，

そして主に割れ目をうめている白雲母，緑泥石，ブ

ドウ石，縁れん石等の二次的鉱物が少ないものから

多いものまで存在する．

これらの破砕岩類では，格子状双晶を示すカリ長
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石が少ないか，又はほとんどない岩石もあるが，多

くの岩石は，格子状双晶を示すカリ長石の豊富な存

在によって特徴づけられる．しかしながら，これら

の格子状双晶は，一般に結晶中に局部的に存在し，

又若干不明瞭である．

2）型の分類

Goldsmith＆Laves（1954a，b）はカリ長石の三斜

度を131と151のピーク間隔のちがいの測定により

決定出来ることを示し，三斜度を△＝12．5（d13．－

dl言1）で定義した．当地域のカリ長石の多くは，131

ピークから成るが，ブロードな131と1言1ピークも

存在するため，mJIYOSHI（1984）による便宜的基準を

用いて型分類をした．型Ⅰ－ⅠⅤは，131ピークの高さ

1／2と1／3のところの巾（それぞれをa，bとす

る）を用い，塾iV一川1は，131と131の2ピークの高

さの平均（C）と2ピーク間のブロードなどーク又は

2ピーク間の谷間の高さ（d）との比（d／C）を用いて

次のように分類した．即ち，型Ⅰはa＜0．250（2卵と

b＜0．390（2の，型ⅠⅠはa＝0．25－0．390（2卵とb＝0．39

－0．500（2の，型ⅠⅠⅠはa＝0．39－0．640（2のとb＝0．50

－0．750（2の，型ⅠⅤはa＞0．640（2のとb＞0．750（2の及

びd／C＞0．80，型Vはd／C＝0．80pO．50，型VIはd／C

＝0．50－0．30，型VIlはd／C＝0．30－0．15，そして型†IlI

はd／C＝0．15－0．00とする．

寒狭川地域に存在する型は，Ⅰ－Ⅴであり，その

回析パターンの特徴は図2に示した．

3）カリ長石三斜度の分布

当地域の変成岩・花崗岩類から分離した112個の

カリ長石試料について，Ⅹ繰回析による三斜度の測

定結果を図3に示した．図3では，型の変化を黒色

内部円の大きさで示した（ただし，型ⅠⅤだけを型ⅠⅠⅠ・

Ⅴとの差異をはっきりさせるために，内部円を点で

示した）．即ち，型Ⅰを白抜きとして，型ⅠⅠから型Ⅴ

へと内部円を大きくした（図2参照）．

中・西部変成岩類中のカリ長石は，主に型Ⅰで所々

に型ⅠⅠが存在する．さらに，詳しくみると“董青石

帯〟　と南部の“珪線石帯は，型Ⅰのみであり，一方

北部の“珪線石帯〟　には，型Ⅰ，ⅠⅠが存在する（図

3）．花崗質岩及び清崎花崗岩のカリ長石は型Ⅰのみ

である．三都橋花崗岩については，主に型Ⅰである
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図2　塞狭川地域に存在する型Ⅰ－Ⅴのカ日長イしこ斜度

の131と131の蛸折パターン例（里分幾は本文参照上

P，Kは斜長イ1－，カリ長山のそれぞれの反射Iniを表示．

が，所々に型ⅠⅠが存在する．三都橋花崗岩の型ⅠⅠの

多くは，一般に変成岩額の型ⅠⅠと一緒に局部的に存

在する．破砕岩類では，型ⅠからⅤまでのカリ長石

が存在する．△値の測定出来るものは，2つで，0．67

と0．59である．

これらの各岩石のカリ長石三斜度の分布の特徴は，

型の頻度分布によって一層明瞭に示される（図4）．

4．考　　　察

中・西部変成岩類のカリ長石は，主に型Ⅰであり，

型ⅠⅠは少量である．当地域の変成岩類は，“董青石帯〟

と“珪縁石帯〟　に分帯されている（山田ほか，1974）

が，前述したように，すぐ隣りの本宮山地域との関

連から，多分“董青石帯〟は浅見ほか（1982）の紅柱

石・珪線石帯に，“珪線石帯〟　は浅見ほか（1982）の珪

線石一カリ長石帯に対応すると思われる．“董青石

帯〝　と南部の“珪縁石帯〝　は型Ⅰのみであり，北部

の“珪線石帯〟　には型Ⅰと少量の型ⅠⅠが存在する．

このように，（1）変成度の高い所でしかも北部のみ型

ⅠⅠが存在すること，（2）カリ長石の三斜晶系から単斜

晶系への転移は，緑色片岩相の境界付近で始まるこ

とが指適されており（RAASE and MoRTEANI，
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図3　塞狭川地域のカ机と右∴斜皮の分根礼　堅Iは浴して，写‖Ⅰから聖Yへの変化は内

部貨車‖里L，堅Ⅳは点で来示）の半径増こより裳耳目図2参照上∴都桔花蘭岩は山女き

の部分に′1．事沌入れて片麻岩と区別した．

1976日3）さらに（2）を裏付けるように本宮山地域で

は角閃岩相紅柱石帯以上で，カリ長石はすべて型Ⅰ

である（図4，D）ことが報告されていること等の事

実を考えると，当地域の変成岩類のカリ長石につい

ては，最初型Ⅰが広域変成作用で形成され，北部域

に少量存在する型ⅠⅠは後の後退変成作用で形成され

たと思われる．

変成岩類の型11カリ長石は，北部に限られ，そし

てその多くはこの変成岩類中にミグマタイト状に産

出する三都橋花崗岩と相伴って存在する．この事実

は2つの考え方を示唆している．一つは，この三都

橋花崗岩に関係して型ⅠⅠカリ長石が形成されたとい

う考え方であり，他は，変成岩類と三都橋花崗岩の

型Ilがノ長石が局所的に相伴って存在することは局

部的に後の後退変成作用をより強く受けたためであ

るという考え方である．変成岩類も三都橋花崗岩も
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ともに，鏡下で累雲母の緑泥石化等の後退変成作用

を部分的に受けていること及び三都橋花崗岩から離

れた変成岩寒中にも型lIがJ長石の存在を考えると，

後者の考え方を支持し，当地域の北部地域は，局部

的により強く後の後退変成作用を受けたことを示し

ているかも知れない．後退変成作用は，本宮山地域

では古期花崗岩のまわりには認められず，新斯花崗

岩の接触部でのみ型ⅠⅠ・ⅠIlカリ長石の形成で示され

ているが，当地域には新期花崗岩も認められず，こ

の後退変成作用が何によって引き起こされたか現在

はっきりしない．

圧砕岩類中のカリ長石は，型Ⅰから型Vにわたっ

ているが，特に型1Ⅰ卜lVが多い（図4，C）．型Ⅰの

岩石は弱い破砕作用と弱い変質作用を示し，型ⅠⅠか

ら型Ⅴへと破砕作用・変質作用ともに強くなる．従っ

て，型Ⅰ卜Vのカリ長石は中央構造線の形成を伴う
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図4　カリ長石の回折図形に基づく型の頻度分布．A．変成岩類（白抜きの部分は＼、董青石帯′′　と南部の

“珪線石帯〟　の片麻岩頬，点の部分は北部の、、珪縁石帯′′　の片麻岩頬，斜線の部分は花崗貿伎び塩基

性質岩である．B．花崗岩顆（点の部分は三部僑花崗岩である），C．中央構造線沿いの破砕岩顆，D．本

官山地城の変成岩類（白抜きは紅柱石帯・珪線石郡・珪線右－カリ艮什嵩，点の部分は紅什イトカリ

長石瑞一新期花崗岩の接触部¶である），E．本宮山地域の新期花崗岩．

破砕・変質作用（後退動力変成作用）によって形成さ

れたと思われる．圧砕岩類の原岩が石英・長石質片

麻岩と花崗岩から成り，そして当地域及び本宮山地

域の石英一長石質片麻岩・花崗岩のほとんどが型Ⅰ

カリ長石であることは上記考察を支持していると思

われる．

FUJIYOSHI（1984）は，カリ長石三斜度の型および

△値の頻度分布が，その地域の後退変成作用の影響

の程度を明らかにするのによい指標であることを示

した．中央構造線沿いの破砕岩類以外の当地域及び

本宮山地域のカリ長石三斜度の型頻度分布をみると，

ほとんど型Ⅰ（図4）で，型Ⅴ－VIIIが多い飛騨変成帯

東部岩体（FUJIYOSHI，1984）及び型ⅠⅠ－Vが多い中

部岩体（藤吉・丸山，1984：藤吉ほか，1984）に比べ

て，きわだった特徴を示す．このことは，飛騨変成

帯東部・中央岩体では，広く後退動力変成作用が確

認されるが，中央構造線沿いの破砕岩類を除く当地

域及び本宮山地域でそれがほとんど認められないこ

とに対応していると思われる．

中央構造線沿いの破砕岩類のカリ長石は，型ⅠⅠ一

Ⅴ（主に型ⅠⅠⅠ・ⅠⅤ）及び0．59と0．67の△値を産出し

て，中央構造線の形成に伴う後退動力変成作用の影

響を示すが，この後退動力変成作用も，飛騨変成帯

東部岩体の早目川・片貝川上流地域（FUJIYOSHI，

1984）－そこでは型ⅤⅠ－†ⅠⅠⅠ及び△＝0．70－0．95を

豊富に産出する－のものに比べて，カリ長石の転

移に対してあまり強い影響を与えなかったことを示

している．
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